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視覚の特性

冬季は積雪や降雪、路面の凍結など運転にとって悪条件が重なるときです。積雪路・凍結路は、ハ

ンドルやブレーキのちょっとした操作ミスでスリップするおそれがあり、降雪時は視界が悪化し危険の

発見が遅れがちになります。そこで今回は、冬道走行に潜むと危険を回避するための安全走行の基本に

ついてまとめてみました。

、高速になると視力が低下し、特に近くのものが見えに

くくなるので、注意しましよう。

(2)　疲労の影響は、目に最も強く現われます。疲労の

度が高まるにつれて、見落としや見間違いが多くなるの

で気を付けましよう。

(3)　明るさが急に変わると、視力は、一時急激に低下

します。トンネルに入る前やトンネルから出るときは速

度を落としましよう。また、夜間は対向車のライトを直

視しないようにしましよう。

　積雪路では、横断歩道やセンターライン、一時停止線

などの路面の道路標示が見えなくなります。そのため横

断歩道を見落としたり、対向車線にはみ出したり、一時

停止線を超えてしまう危険があります。また、道路端が

見えない場合は、左端に寄り過ぎると側溝などに落ちて

しまう危険もあります。

降雪時は視界が悪くなる

　降雪時は、前方だけでなくサイドミラーやリアウイン

ドーにも雪が付着するため、後方や側方の視界も悪くな

り、危険を見落としたり発見が遅れやすくなります。ま

た、激しい吹雪などの場合は、前方がほとんど見えない

状態になることもあります。
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高速走行時は視力が低下する

疲労の影響は目に最も強く現れる

　高速になると視力が低下し、特に近くのものが見えに

くくなります。運転時のように、動きながらものを見る

ときや動いているものを見るときの視力を「動体視力」

といいますが、動体視力は静止視力（止まった状態で止

まったものを見るときの視力）よりも低下します。スピ

ードを抑えた運転を心がけるとともに、高速走行時は近

くの状況にもしっかり目を配りましょう。

明るさが急に変わると視力が低下する

　昼間に暗いトンネルに入ったときなどのように、明る

さが急に変わると、視力は一時急激に低下します。昼間

にトンネルに入るときや、トンネルから出るときなどは、

十分注意しましょう。

　運転時に疲労の影響が最も強く現れるのは、目だとい

われています。目が疲れると、見落としや見間違いが増

える危険性があります。疲労時の運転は控えるとともに、

長距離走行時にはこまめに休憩をとって疲れを防止しま

しょう。

運転に必要な情報の多くは目から得られるといわれています。また、運転時には遠心力などの様々な

自然の力が働きますが、これらの力は運転テクニックだけではカバーできません。そこで今回は、「交

通の方法に関する教則」に基づいて、安全運転に必要な知識とされる「視覚の特性」と「自動車に働く

自然の力」をまとめてみました。

(1)　一点だけを注視したり、ぼんやり見ているだけで

なく、絶えず前方に注意するとともに、ルームミラーや

サイドミラーなどによつて周囲の交通の状況に目を配り

ましよう。また、高速になると視力が低下し、特に近く

のものが見えにくくなるので、注意しましよう。

(2)　疲労の影響は、目に最も強く現われます。疲労の

度が高まるにつれて、見落としや見間違いが多くなるの

で気を付けましよう。

(3)　明るさが急に変わると、視力は、一時急激に低下

します。トンネルに入る前やトンネルから出るときは速

安全な運転をするためには、交通ルールを正しく理解するだけでは十分とはいえません。ドライバー

の視覚機能や錯覚、車に作用する物理的な力や危険な現象などの知識を身につけておくことも大切です。

今回は、安全運転にとって必要な知識をまとめてみました。

一点注視やぼんやり運転は見落としが増える

　一点だけを注視すると、それ以外の運転に必要な情報

を見落としやすくなります。また、「心ここに在らざれ

ば視えども見えず」という言葉があるように、ぼんやり

見ているだけでは、目でみていても正しくものを見るこ

とができないことがあります。運転中は、絶えず前方に

注意するとともに、ルームミラーやドアミラーなどによ

って、周囲の状況にまんべんなく目を配りましよう。
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自動車に働く自然の力

冬道の安全走行の基本は、速度を落とし車間距離を十分と

るということです。特に速度を気温が低下する深夜から早朝

にかけては、雪がなくても路面が凍結しているおそれがあり

ますから、路面の状態に注意するとともに、速度を十分に落

とし、前車との車間距離も長くとって走行するようにしまし

ょう。また、交差点や「止まれ」の標識のある場所に接近す

るときは、あらかじめ減速するとともに前車との車間距離も

十分にとっておきましょう。そうすることにより、余裕をも

って停止することができます。

速度を落とし車間距離をとる

２　自動車に働く自然の力

安全な運転をするためには、走行中車に働く自然の力とそ

の運転に与える影響について、正しい知識を身に付けること

が必要です。

(1)　摩擦の力

走行中の車は、クラッチを切つても走り続けようとする性

質があるため、すぐには止まりません。この車を止めるため

には、ブレーキを掛けて車輪の回転を止め、タイヤと路面の

間の摩擦抵抗を利用します。ぬれたアスファルト路面を走る

ときなどは、摩擦抵抗が小さくなり制動距離が長くなります。

また、高速運転中に急ブレーキを掛けると、車輪がロックし

路上を滑るので特に注意しましよう。

(2)　遠心力

自動車がカーブを回ろうとするときには、自動車の重心に

遠心力が働き、自動車はカーブの外側に滑り出そうとします。

このため、荷物の積み方が悪く重心の位置が高くなつたり、

片寄つたりすると自動車は倒れやすくなります。

遠心力の大きさは、カーブの半径が小さいほど大きくなり、

速度の２乗に比例して大きくなります。安全にカーブを回る

ためには、カーブに入る前の直線部分で早目にブレーキを掛

け、十分速度を落としておく必要があります。

(3)　衝撃力

交通事故の大きさは、車が衝突したときに相手に与えたり、

自分が受けたりする衝撃力の大きさに関係します。衝撃力は

速度と重量に応じて大きくなり、また、固い物にぶつかると

きのように、衝撃の作用が短時間に行われるほどその力は大

きくなります。例えば、時速60キロメートルでコンクリート

の壁に激突した場合は、約14メートルの高さ（ビルの５階程

度）から落ちた場合と同じ程度の衝撃力を受けます。高速運

転するときには、特に注意しましよう。

(4)　速度の影響

運転操作は慎重に行う

横断歩道や一時停止場所には、道路標示とともに道路標識

が設置されている場合が多いので、積雪により道路標示は見

えない場合は道路標識によく注意して走行しましょう。また、

センターラインや道路端はわかりにくい場合は、道路の中央

や左端により寄りすぎないようにしましょう。轍やタイヤの

跡がある場合は、それに沿って走行するのがよいでしょう

道路標識に注意する

降雪時には視界が悪くなりますが、地吹雪などにより、ほ

とんど前方が見えないような場合に、無理をして先に行こう

とするのは非常に危険です。最寄りのパーキングエリアなど

の安全な場所に一時待避して、天候が回復し視界が確保でき

るまで待つようにしましょう。

視界が悪いときは待避して様子を見る

速度を落とし
車間距離をとる

速度を落とし車間距離を十分とる

降雪時には視界が悪くなりますが、特に高速道路などでは吹雪のため

に、ほとんど前方が見えなくなることがあります。そのようなときに無

理をして先に行こうとするのは非常に危険ですから、サービスエリアやパーキングエリアなどの安全な

場所に一時待機して、天候が回復し視界が確保できるまで待つようにします。また、降雪時に走行する

ときは、フロントガラスやサイドミラーに付着した雪で視界が妨げられることがありますから、ときど

き車を安全な場所に止めて雪を払うようにします。

イラスト3

速度を落とし車間距離をとって
いる場面
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イラスト5

横断歩道の道路標示が積雪で見
えないので、道路標識「横断歩
道あり」で確認している場面
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タイヤと路面の摩擦抵抗によって停止距離は変わる

カーブでは遠心力が働く

ブレーキが効かなくなるフェード現象

　下り坂などでフットブレーキをつかい過ぎると、過熱により摩擦力が低下して、ブレーキの効きが悪

くなることがあります。これを「フェード現象」といいます。

　この現象はフットブレーキの多用によって発生しますから、長い下り坂を走行するときは、エンジン

ブレーキを活用し、フットブレーキは必要に応じて補助的に使用するようにしましょう。

路面の上を滑走するハイドロプレーニング現象

　路面が水で覆われた道路を高速で走行していると、タイヤ

と路面の間に水の層ができて、その上を水上スキーのように

滑走することがあります。これを「ハイドロプレーニング現

象」といい、このような状態になるとハンドルもブレーキも

効かなくなり大変危険です。雨天時の高速道路走行は、スピ

ードを抑えましょう。

タイヤが波打つスタンディングウェーブ現象

　高速走行時にタイヤの表面温度が上昇して、波打ったよう

になることがあります。これを「スタンディング・ウェーブ

現象」といい、タイヤがバーストする危険性があります。こ

の現象はタイヤの空気圧が低いほど起こりやすいので、高速

道路走行前にはタイヤの空気圧をやや高めにしましょう。

カーブを曲がろうとするときには、自動車の重心に遠心力

が働き、車はカーブの外側に滑り出そうとします。遠心力は、

カーブの半径が小さいほど、スピードが速いほど（スピード

の２乗に比例）大きく作用しますから、カーブを曲がるとき

にスピードを出し過ぎていると、曲がり切れずにガードレー

ルに衝突したり、路外に逸脱するといった事故を招いてしま

います。安全にカーブを曲がるためには、カーブに入る前の

直線部分で早目にブレーキを踏んで、十分速度を落としてお

く必要がありますが、急な減速は追突される危険があります

から、徐々に減速していくようにしましょう。

スピードが速いほど車が重いほど衝撃力は大きくなる

　車が衝突したときの衝撃力は、スピードと車の重量に応じ

て大きくなり、固い物にぶつかるときのように、衝撃の作用

が短時間に行われるほどその力は大きくなります。たとえば、

時速60キロメートルでコンクリートの壁に激突した場合は、

約14メートルの高さから落ちた場合と同じ程度の衝撃力を受

けますから、高速走行するときには、特に注意しましよう。

　また、一人で運転しているときより、同乗者がいるときの

ほうが車の重量が重くなり、そのぶん車が衝突したときの衝

撃力も大きくなりますから、同乗者がいるときはより一層ス

ピードを抑えた運転を心がけましょう。

　車が停止するのは、ブレーキを踏んでタイヤの回転を止め

ることで、タイヤと路面の間に摩擦抵抗が生じるからです。

この摩擦抵抗が小さいほど、ブレーキを踏んでから車が停止

するまでの距離（これを「制動距離」といいます。）は長く

なります。濡れた路面や積雪や凍結した路面は摩擦抵抗が小

さくなりますから、乾燥路面に比べて停止距離が長くなりま

す。そのような路面を走行するときは、スピードを落とし、

十分な車間距離をとるとともに、前方の交差点が赤信号であ

る場合など停止することがわかっているときは、早めの減速

を心がけましょう。

　また、タイヤの溝がすり減っていると摩擦抵抗が小さくな

りますから、スリップサインの出たタイヤはただちに交換し

ましょう。

停止距離は、空走距離と制動距離




